
宇和島市ＮＰＯ活動調書

団 体 名 宇和海ブルーカーボンプロジェクト

活 動 内 容 社会教育の推進を図る活動、宇和海の再生・保全 ほか

事 務 局 住 所 〒799-3730 宇和島市吉田町立間2-1434

電 話 番 号

メールアドレス seike@japan-cc.jp

１．活 動 内 容

１団体の取り組みテーマ

（１）ブルーカーボンで地球温暖化を防ぎ、脱炭素社会を目指します。

（２）藻場の再生・保存にてCO²を吸収し、生物の多様化を育み、豊かな海を

実現します。

（３）未来の子供たちに持続可能な環境教育（ESD）を実践し、共にきれいな

海を残します。

（４）宇和海の環境保全・再生に努め、魅力ある里海の街づくりを目指します。

（５）ブルーカーボン事業を通じて社会に貢献すると共に、地域・文化・経済

の活性化にも取り組み、心豊かで環境に配慮できる人材育成に努めます。

２努力目標：WIN の実現

（１）漁場のWIN

①漁場の清掃と保全・再生（特に沿岸漂着ごみ・海底滞留ごみの除去に注力）

②駆除対象物の除去（ウニ等の畜養で経済活動の活性化、陸地で養殖等の

新規事業化を支援）

③保成育成の青のり・ひじき・わかめ・ウニ等の海産物販売を支援

④補助金の援助を支援

（２）行政（市町村等）のWIN

①ブルーカーボンの実施による“市(自治体)”のブランド化と活性化（最先端

技術活用の“市(自治体)”）

②働き場所の増加（青のり・ウニ販売や畜養等）

③町おこしの実現（子供向けESD実践やアマモなどの海藻類の育苗等の体験

学習等）

④海に親しむ住みよい街づくり・魅力ある里海づくりへの貢献

（３）スポンサー企業のWIN

①脱炭素社会を目指す企業としての評価アップ、ブルーカーボンクレジット

の実効を推進

②社会貢献企業としてのブランドイメージの向上を推進

③ブルーカーボン事業のバックアップによる新規事業と収益確保を推進

④海産物等の付加価値商品の仕入れ・販売および六次産業化協力を推進



２．活 動 実 例 ※直近の活動実績及び今後の活動予定等

■宇和海における潜水作業での海底ゴミの回収および除去(通年)

■宇和海における空撮および潜水による藻場の調査、生態系の調査(通年)

■宇和海における有機資材の調査、及びその用途等を研究機関と実践研究(通年)

■海洋に関する関係機関・関係者の合意形成を推進(通年)

■宇和海由来の海洋資源の具現化試作

■スリム漁業を目指した IT 活用、及びGNSSを駆使した通信システムの構築

３．団 体 Ｐ Ｒ

現在、宇和海においては、赤潮の発生や気候変動・海水温上昇等が原因とみ

られる、アコヤ貝のへい死・漁獲量の減少・漂着ごみの対策問題など、甚大な

漁業被害が相次いでいます。

このような海洋環境問題を解決する取り組みや、脱炭素社会を目指す有効な

手段として、各種ブルーカーボン事業を通じ、一般市民・漁協・行政・スポン

サー企業等との連携を図りながら、環境に配慮できる人材育成や社会貢献がで

きる組織を目指しています。


